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       平成26年大口町教育委員会６月定例会議        

 

                                平成２６年 ６月２４日 

                                午前 ９時３０分 開 議 

                                中央公民館 ２Ｆ Ｃ会議室 

 

議事日程 

 日程第１ 委員長報告 

 

 日程第２ 教育長報告 

 

 日程第３ 議事録署名者の指名 

 

 日程第４ 議  題 

議案第11号 平成26年度大口町教育委員会外部評価委員の委嘱について 

議案第12号 図書館協議会委員の任命について 

議案第13号 大口町教育委員会後援名義の使用許可について 

      （愛知さくらライオンズクラブ 薬物乱用防止教室） 

 

 日程第５ 連絡事項 

    （１）生涯教育部に関する工事及び物品等入札結果について 

    （２）大口町教育委員会後援名義の使用許可の報告について 

    （３）行事予定について 

 

 日程第６ その他 

 

出席委員 
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   委      員  丹 羽 茂 文      委      員  藤 田 金 生 
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   教 育 長  長 屋 孝 成      学 校 教 育 課 長  杉 本 勝 広 
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   学校教育課主幹兼 
   派 遣 指 導 主 事  伊 藤 勝 治      学校教育課長補佐  佐 橋 竜 午 

   学校教育課主査  三 輪 典 幸 
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    ◎開会 

○中里委員長 それでは時間になりましたので、平成26年大口町教育委員会６月定例会を始めま

す。 

 きょうの傍聴人はおりません。 

（午前 ９時３０分）  

 

    ◎日程第１ 委員長報告 

○中里委員長 まず、委員長報告。 

 私から報告させていただきます。 

 今月、６月９日に大口中学校の学校訪問がありました。 

 午前中は、１年生から３年生までのさまざまな授業を巡回しながら見させていただきました

が、１年生も落ちついて授業を受けている様子がうかがわれました。ただちょっと気になった

のが、今授業では、授業の１時間の中でグループだったりペアになったりして話し合う時間と

いうのをとっているんですけれども、その時間に必ずしも活発に話し合いが行われているかと

いうと、そうでもない場面も見受けられたので、活発に意見が出るような指示を教師の側もも

う少し出していただいたほうがいいのではないかという感想を持ちました。 

 午後は、体育と数学の研究授業を見させていただきました。多くの先生に囲まれ授業をやっ

た先生方も大変だったとは思うんですけれども、その研究授業が終わった後でさまざまな意見

が出て、その授業のよいところ、そしてさらなる改善点についてのお話が多く出まして、研究

授業をやった教師たちも非常にその先生方の意見を参考にして、これからもよりよい授業をつ

くっていくというふうな場面を見られまして、こういうことが本当に大事なんだなあというの

を改めて感じました。 

 今月は、今週の木曜日に南小学校の学校訪問をする予定でありますので、さらに小学校では

どうなのか、じっくり拝見させていただこうと思っております。以上です。 

 

    ◎日程第２ 教育長報告 

○中里委員長 それでは次に、教育長報告、お願いいたします。 

○長屋教育長 前回の定例会が５月29日でしたので、それ以降の小・中学校の様子ですが、教育

委員会には児童・生徒の安全とか事故の問題、あるいは特別教育的な課題ということは報告を

受けておりません。それぞれ１学期の大きな行事であります修学旅行とか自然教室、それから

中学校ですと職場体験学習、こういう活動もそれぞれの狙いに即して無事終了したようであり

まして、これから特に１学期のまとめ、そして夏休みに向けての準備、成績処理等大変忙しく
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なっていく時期だと思っております。 

 今委員長報告にもありましたが、大口中学校では、特に私も、指定授業をやっているその場

はいいんですけれども、それ以外の雰囲気がどうかなあということで教室を見て回りましたけ

れども、どのクラスも大変落ちついて自習体制ができていて、だんだんよくなっているなあ、

そんな印象を受けてきました。 

 それから、特に６月は教育委員会、議会関係で大変いろんなことがありましたが、一般質問

では３名の方が教育問題を取り上げられました。 

 小１プロブレムについて、大口町の様子はどうなのかということから、小学校と保育園や幼

稚園との連携はどうなっているのか、あるいは小学校、中学校、幼稚園、保育園を含めた一貫

教育の可能性はどうなのかと、そんな質問がありました。特に、小１プロブレムにつきまして

は全国的に取り上げられておりますが、現時点で大口町はとりたてて大きな問題として取り上

げるような事態は起きてないという報告をさせていただきました。 

 それから、養護教諭の複数配置が大事ではないかと、そういう質問もありましたが、これも

県教委と関係機関のところに働きかけていくという回答で終えてきました。 

 それから、学校教育全般につきましては、特にインターネット依存対策がどうなっているの

かとか、あるいは熱中症予防という面から、運動会とか体育祭、こういう期日はもうちょっと

違う月、例えば１学期に持ってきてはどうかと、そんな意見もありました。また、最近特に運

動機能障害の現状はどうなっているのかということがありました。 

 なお、学校の健診につきましては、今まで背骨の状態がどうかという検査をやっておりまし

たが、平成28年度からは四肢の状態もどうかというような検査項目が加わっていくというふう

に変更される予定であります。 

 それから、議案としましては、後でまた出てくるかと思いますが、中央公民館の耐震補強工

事の件、あるいは小・中学校の屋内運動場とか中学校のランチルームの耐震補強工事の件、そ

れから財産取得ということで小・中学校のパソコン一式導入、こういう件について可決されま

した。また後ほど係から説明があるかと思います。 

 それから、昨年度から準備を進めてきました小学校１年生のフッ化物洗口について、いよい

よ６月から開始されまして、大口南小学校、それから大口北小学校へ江南保健所の係の方と一

緒に、どんな様子なのかということで参観をしてきました。大口南小学校につきましては、洗

口液の入ったボトルを、支援員の方が２人で教室を回り、専用ボトルを１回プッシュして洗口

液を子供たちのコップに入れ、担任の先生の合図で音楽とストップウオッチを使って、１分間

ぶくぶくうがいをしていました。左側、右側、前をそれぞれ10秒ずつを６回という形でやって、

ぶくぶくうがいした洗口液については自分のコップに吐き出し、いかに小さい泡が細かくでき
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ているかによって、よくできているかどうかを判断するわけです。子供たちは保育園からやっ

ているせいか、大変なれている様子がうかがわれました。それでも、時間が大変厳しい状態に

は変わりないということで、これからいろんなやり方を工夫して時間短縮していくと、そんな

話を学校から聞いてきました。 

 それから、６月20日、丹葉地方教育事務協議会の幹事会が開催されまして、会が終わった後

で、大口町、江南市、岩倉市の教育委員会で学校と江南警察署との連携の協定書作成に向けて

検討を進めてきました。これからまた委員さん方にも報告をさせていただきますが、子供たち

の健全育成という面から、お互いに子供の非行防止、健全育成に向けて連携をしていこう、そ

ういう仕組みをつくっていきたいということで動いております。 

 それから、いじめ問題につきましては、町でも、努力義務でありますが、いじめの防止基本

方針の条例の策定に向けて検討を７月になってから３回ほど進めてきました。もうちょっと具

体的になりましたら、委員さんのほうに御意見をいただきたいと思っております。 

 それから、最後にもう１件でありますが、御承知かと思いますが、いろんな難しい問題があ

る中で、教育委員会制度を見直す改正地方教育行政法が国会で成立をしました。問題は、政治

的中立性とか継続性、安定性をこれからどう維持していくかということになっていくかと思い

ますが、差し当たっては８月の初旬のところで県から新教育委員会についての説明会が持たれ

る予定でありまして、この説明会を受けて、また教育委員会の事務方のほうでは町のいろいろ

な条例の改正をしていかなければならない、そんなふうに思っております。 

 それからもう１点は、来年度の教科用図書の採択に向けて、現在、尾張西部地区教科用図書

採択協議会が一生懸命仕事を進めておりまして、ここで選定され、７月９日の丹葉地方教育事

務協議会、これは臨時の会でありますが、採択協議会からの答申内容を受けて、新しく採用す

る教科用図書の承認をする予定です。 

 そしてその後、町の教育委員会でも採択、決定をする、そういう運びになっておりますので、

よろしくお願いいたします。以上です。 

○中里委員長 ありがとうございました。 

 

    ◎日程第３ 議事録署名者の指名 

○中里委員長 それでは引き続き、３．議事録署名者の指名。 

 本日は、私、中里と藤田委員でよろしくお願いいたします。 

 

    ◎日程第４ 議 題 

      議案第11号 平成26年度大口町教育委員会外部評価委員の委嘱について 
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○中里委員長 続きまして４．議題。議案第11号 平成26年度大口町教育委員会外部評価委員の

委嘱について、事務局から説明をお願いいたします。 

○佐橋学校教育課長補佐 では、議案第11号になります。 

 平成26年度大口町教育委員会外部評価委員の委嘱について。 

 大口町教育委員会外部評価委員設置要綱（平成21年大口町教育委員会告示第14号）第３条の

規定に基づき、大口町教育委員会外部評価委員を別紙のように委嘱するものとする。平成26年

６月24日提出、大口町教育委員会教育長。 

 提案理由でございますが、この案を提出するのは、大口町教育委員外部評価委員を委嘱する

ため必要があるからである。 

 １枚めくっていただきたいと思います。 

 資料としまして２枚つけてありますが、まず１枚目が大口町教育委員会外部評価委員名簿

（案）というものになります。もう１枚は設置要綱ということで、案のほうにお２人のお名前

を上げさせていただいております。 

 まずお１人目は、鈴木公樹様でございます。鈴木様につきましては、今年度で３年目となり

ます。外部評価委員の委嘱につきましては、運用で今まで２年ごとに交代をして新たな人をと

いう形で行っておりましたが、再度御無理をお願いさせていただいて、このように案で提案を

させていただいております。 

 なお、鈴木様につきましては、元尾西高校の校長先生をやられてみえました。現在は、大口

町の少年少女発明クラブで、子供たちにものづくりの喜びを伝えるような、そんな活動をされ

ています。 

 もう１人は岩根佐代子様になります。この方につきましては、昨年から引き続き２年目とい

うことになります。現在、ＮＰＯ法人の子どもと文化の森理事長を務めておりまして、子育て

の支援ですとか舞台芸術の鑑賞など、子供たちの健やかな成長を助ける、そういった活動をさ

れておる方ということでございます。 

 それぞれお２人の方、違う立場から、いろんな角度から教育に関する事業を評価していただ

けるんではないかなと考えております。 

 もう１枚、要綱の第４条のところを御確認いただきたいと思います。任期等というところに

なりますが、この委員の任期は委嘱した日の属する年度の末日までとするということ。また２

号のほうでは、委員は再任することができるという基準に要綱上はなっております。 

 説明としましては以上です。 

○中里委員長 ありがとうございました。 

 この件について、質問及び御意見等ありましたらお願いいたします。 
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 お２方とも、昨年度から引き続きということでよろしいんですよね。 

○佐橋学校教育課長補佐 はい。 

○中里委員長 教育長、何かありますか。 

○長屋教育長 適任者ではないかと思っております。 

 鈴木公樹様につきましては、特に先ほども説明がありましたが、少年少女発明クラブ事務局

長で、本当に地域の子供たちの生涯学習に大変力を尽くしていただいているということと、そ

れから岩根様につきましても、子供たちの健全育成に大変な御尽力をされている方で、適任者

ではないかなと思います。 

○中里委員長 ありがとうございました。 

 それでは、このお２方にまたお願いするということでよろしいでしょうか。 

（「異議ありません」と呼ぶ者あり） 

○中里委員長 では、お願いいたします。 

 

      議案第12号 図書館協議会委員の任命について 

○中里委員長 引き続きまして、議案第12号 図書館協議会委員の任命について、お願いいたし

ます。 

○江口町立図書館長兼歴史民俗資料館長 よろしくお願いします。 

 議案第12号 図書館協議会委員の任命について。 

 大口町立図書館の設置及び管理に関する条例第５条の規定に基づき、図書館協議会委員を別

紙のとおり任命するものとする。平成26年６月24日、大口町教育委員会教育長。 

 提案理由、この案を提出するのは、図書館協議会委員を任命するため必要があるからである。 

 １枚めくっていただきまして、名簿をつけさせていただきました。 

 教育委員からの選出ということで藤田様、南小学校の千田校長、北小学校の加木屋校長先生、

それから丹羽孝子様、堀部令子様、吉田美穂様、石原英代様となっております。 

 前回まで長年お願いをしておりました宇野君代様が御辞退をされまして、現の委員さん、ま

た宇野様からも御推薦がありましたので、去年の10月まで委員としてお願いをしておりました

丹羽孝子様を新たにまた推薦させていただいております。 

 それからもう一方、大橋郁乃様という学校司書さんで長年お願いをしていた方が、大橋様の

ほうから提案がありまして、司書が小学校に３人いるからローテーションを組みたいという申

し出がありました。それで今回、石原英代様、南小学校の司書さんですが、この方が今期は務

めたいということで推薦をいただいております。以上です。 

○中里委員長 石原さんに関しては、今期というと１年でまたローテーション。 
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○江口町立図書館長兼歴史民俗資料館長 任期が２年なので、２年で。 

○中里委員長 ２年ずつで変わっていくということですね。 

○江口町立図書館長兼歴史民俗資料館長 はい。 

○中里委員長 はい、わかりました。 

 では、この件について何か御質問、御意見等ありますでしょうか。 

 水谷委員は何か御質問ありますか。 

○水谷職務代理者 司書さんは１年契約とか、そういうふうで更新ですか。どういうふうでしょ

うか。 

○三輪学校教育課主査 学校司書さんにつきましては、町の臨時職員さんという立場にあります。 

 ですので、今職務代理者がおっしゃったように１年で更新、厳密に言うと、臨時職員さんと

いうのは半年、半年の更新になるんですけれども、そういう立場の方ではありますが、ただ年

に１度私たちもいろいろなお話を臨時職員さんたちからお聞きをして、それでまた、よほど学

校の運営上何か問題があるですとか、そういったことがなければまた引き続き新しい年度にな

ってもお願いしていくというふうに考えております。 

○水谷職務代理者 それで、２年の任期ということで、もし石原様が来年度南小学校をかわられ

るというようなことになった場合は、また南小学校の司書さんがやられるのか、それともまた

違う方が。 

○江口町立図書館長兼歴史民俗資料館長 今までずうっと大橋さんがやってみえたので、今回、

初めてメンバーがかわったという形になります。 

 もし途中でかわられたような場合、教育委員さんの代表で来ていただいている方もその任期

が違いますので、そういった場合も途中で新たな方に変更します。今回は３校さんで御相談を

していただいたということですので、そのまま南小ということではなくて、もう一度３校さん

で御相談をしていただいてという形にしたいと思います。 

○中里委員長 ほかにありますか。 

（挙手する者なし） 

○中里委員長 ちょっと質問したいんですが、小学校の校長先生が２名いらっしゃるんですが、

中学校関係の方がちょっと見受けられないような感じがするんですけれども、中学校関係の方

も入れたほうがいいのではないでしょうかという私の意見なんですが。 

○江口町立図書館長兼歴史民俗資料館長 なぜ小学校の校長先生が２人入ってみえるのかという

理由がなかなかわからなかったものですから、今回、私も申しわけありません。１年目という

ことでなかなか大きく変えるということはできなかったんですが、当然、中学校との連携も密

にしていきたいと考えておりますので、これからまだ協議会を一度も開いておりませんので、
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そちらのほうで先生方とも御相談をさせていただいて、一番いい形、委員さんの定員が最高が

10人だというふうに聞いておりますので、人数に余裕もありますので、そういったところで御

相談していきたいと思っております。 

○杉本生涯教育部長兼学校教育課長 済みません、１つ補足。 

 今館長が申し上げたとおりでございます。10人の定員の中で動いているわけですが、実はこ

の図書館運営協議会のほかにいろんな協議会ですとか、いろんな会がたくさんございまして、

学校関係、校長先生の充て職で入っていただいている協議会が町内にかなりたくさんございま

す。 

 ですから、校長の連絡会なんかで割り振るというと語弊があるかもしれませんけれども、そ

れぞれ分けて入っていていただいて、実際の話、今校長先生方の活動の中ではかなりいっぱい

いっぱいの状況なのかなという気はしております。 

 委員長が言われるとおり、当然中学校の校長先生も入っていただいたほうがいい運営ができ

るということは考えられますけれども、本来の学校の現場のほうとの調整が必要かと思います

ので、ちょっとしばらく時間がいただきたいし、いろいろ協議した上でどうしていくんだとい

う形で進めていきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 また結果については、後日報告させていただきます。 

○中里委員長 例えば、大口中学校の学校司書さんに入っていただくとか、もちろん校長先生は

忙しいと思うんですけれども、どなたか１人入っていただけるとより広い視野を持ってできる

んではないかなあと思いますので、学校運営に支障がないような形で調整していただければあ

りがたいと思います。 

 それでは、この案でよろしいでしょうか。 

（了の意思表示あり） 

○中里委員長 では、この案でよろしくお願いいたします。 

 

      議案第13号 大口町教育委員会後援名義の使用許可について 

○中里委員長 続きまして、議案第13号 大口町教育委員会後援名義の使用許可について、お願

いいたします。 

○佐橋学校教育課長補佐 議案第13号 大口町教育委員会後援名義の使用許可について。 

 別紙のとおり後援名義使用許可申請がありましたので、大口町教育委員会の議決を求める。

平成26年６月24日提出、大口町教育委員会教育長。 

 提案理由、この案を提出するのは、大口町教育委員会後援名義使用に関する要綱第５条によ

り審査を求めるため必要があるからである。 



 

－１０－ 

 １枚はねていただきたいと思います。 

 まず申請書が添付しております。申請者につきましては、愛知さくらライオンズクラブ、次

期会長の大迫和子様から提出がされております。事業名につきましては、「愛知さくらライオ

ンズクラブ 薬物乱用防止教室」。目的、薬物使用の現状を理解してもらうこと。事業概要、

江南警察薬物防止担当の方による講演及び愛知県警察音楽隊による演奏会。開催期日、11月26

日水曜日の一日になります。開催場所、大口町民会館。対象者、大口町の中学校、小学校の保

護者、大口町更生保護女性会、大口さくらメイト、扶桑町更生保護女性会。参加予定人数が

100人。入場料等の徴収は無料。過去の後援名義使用許可実績ということで、平成24年の７月

に別の事業で許可をいただいております。他の後援ということで、大口町ということです。 

 １枚はねていただきますと、事業収支予算書が添付されております。 

 もう１枚はねていただきますと、さくらライオンズクラブさんから教育委員会宛ての依頼と

いうような文書になっておりますが、薬物乱用防止教室開催についてということで、当日は江

南警察署から講師を呼びまして講演及びアトラクションとして江南警察音楽隊の演奏をすると

いうような中身が書かれております。 

 もう１枚はねていただきますと、さくらライオンズクラブさんの概要の資料がついておりま

す。もう１つ、江南警察署が用意しております薬物防止のパンフレットがついております。こ

のようなパンフレットを利用して講演する予定であるということでございます。 

 なお、さくらライオンズクラブさんにつきましては、今まで例年小学生を対象にこういった

ことをやっていたということ、また丹羽ライオンズクラブさんにつきましては中学生を対象に

こういった講演を行っているということで、今年度につきましてはさくらライオンズさんが保

護者を対象にこのようなことを行うという経緯であるということでございます。 

 説明につきましては、以上です。 

○中里委員長 ありがとうございました。 

 それでは、この件につきまして御意見、御質問等ありますでしょうか。 

 今、小学校、中学校では、薬物乱用に関しての授業及び何か説明みたいなものは定期的にや

っているような状況なんでしょうか、子供たちに対して。 

○長屋教育長 定期的というわけではないですけれども、保健学習の一環としてとか、そういう

ことで、あるいは学校行事として外部からの団体の方を招いてということで進められています。 

○中里委員長 じゃあ、子供たちが小学校６年間の間、１回は薬物に関して何かしら情報を得る

機会はあると思っていいんでしょうかね。 

○長屋教育長 それはあると思います。 

○中里委員長 今回は、ですから小学生、中学生、本人ではなくて、保護者が対象ということで



 

－１１－ 

すね。 

 これ募集はどういうふうにかけるんですか。申し込みを保護者から募るという。 

○佐橋学校教育課長補佐 恐らく学校を通じてということになろうかと思います。 

 実は、次回の学校連絡会の中でも、こういったことを行うものですからお願いしますという

ことで、各学校に連絡をして、学校を通じて広報するということは聞いております。 

○中里委員長 じゃあ学校から知らせが保護者に届くということですね。 

 何かありますか。 

（「異議ありません」と呼ぶ者あり） 

○中里委員長 では、異議がないということなので、この申請を許可しますのでよろしくお願い

いたします。 

 

    ◎日程第５ 連絡事項 

○中里委員長 それでは５．連絡事項。(1)生涯教育部に関する工事及び物品等入札結果について、

お願いいたします。 

○佐橋学校教育課長補佐 初めの教育長の挨拶の中にもありました６月議会の中で、契約議決を

伴った入札の案件について御報告をさせていただきます。３点あります。 

 まず、大口中学校の非構造部材耐震改修工事。こちら工事場所が大口中学校、入札を６月12

日に行いまして、契約を６月23日に行いました。契約額につきましては、9,050万4,000円とい

う額になります。工期につきましては、平成26年６月24日から平成27年の１月20日まで、受注

者につきましては松岡建設株式会社大口営業所になります。 

 次に、小中学校パソコン等機器でございます。納入場所になりますが、大口南小学校初め４

小中学校及び大口町中央公民館、入札日が６月５日、契約日が６月23日、契約額が１億6,308

万円。工期につきましては、６月24日から８月31日まで。受注者につきましては富士電機ＩＴ

ソリューション株式会社中部事業本部でございます。 

 最後に、中央公民館等耐震補強改修工事。工事場所につきましては、大口町中央公民館等、

入札日６月５日、契約が６月23日、契約額が６億4,400万4,000円になります。工期につきまし

ては、６月24日から年が明けまして平成27年の３月25日まで、受注者につきましては日本建設

株式会社名古屋支店ということになります。以上です。 

○中里委員長 この大口中学校に関しては、以前お話のあったようにランチルームの天井部分の

補強という工事ですか。 

○佐橋学校教育課長補佐 大口中学校につきましては、ランチルームと屋内運動場の天井材が落

下の危険があるということで、そこの改修工事を行うということになります。 



 

－１２－ 

○中里委員長 パソコンに関しては、ソフトを入れかえるんでしたっけ。 

○佐橋学校教育課長補佐 パソコンにつきましては、現在あります小・中学校のパソコンがウイ

ンドウズＸＰを使っております。サポート期間の問題等もございまして、全てパソコンを入れ

かえ、またサーバーも入れかえるということと、今国から2020年までに１人１台タブレットと

いうお話もありまして、そういったところも見据えまして、今回各学校に５台ずつのタブレッ

トを導入という内容になっています。 

○中里委員長 そうすると、そのパソコンに関してはハードはそのままで中身だけ変えるという。 

○佐橋学校教育課長補佐 ハードも変えますし、中身も変えます。 

○中里委員長 かなりの金額になりますよね。ありがとうございました。 

 何か御質問等ありますか。 

○水谷職務代理者 今タブレットは５台ずつというふうに言われたんですが、そのハードのほう

はどれくらいの台数でしょうか。 

○杉本生涯教育部長兼学校教育課長 基本的に、台数というよりも全ての先生がお持ちのパソコ

ン全て、それから各学校に配置してありますパソコン教室のパソコン全て、それから図書館、

保健室に入っているパソコン。大口町の学校教育課が持っております町側のパソコンではなく、

学校側のパソコン。それからサーバーが全部で８台ですか。ですから、ほとんどもう更新され

るというようなイメージでいいかと思います。 

○水谷職務代理者 ありがとうございます。 

○杉本生涯教育部長兼学校教育課長 追加します。 

 実は入札業者と今打ち合わせを所管で行っております。そうした中で、実は中央公民館の耐

震補強改修工事の中に一つ防災倉庫という、土を掘って基礎を立ててつくる建物がございまし

て、そこの地鎮祭をやるかやらんかということを、打ち合わせをしております。よって、これ

は神事ですので町がやるわけにはいきませんけれども、業者がやるということになればひょっ

として御案内が行くかもしれませんので、御了承いただきたいと思います。 

 あわせて大口中学校の非構造部材につきましては、今申し上げたとおり土をいじるわけじゃ

なくて中の改修をするだけですので、神事は行う予定はしておりません。以上、お願いいたし

ます。 

○中里委員長 大体、もしやるとしたら地鎮祭はいつぐらい。 

○杉本生涯教育部長兼学校教育課長 ７月の頭になろうかと思います。 

 といいますのは、工期が実は余りなくて、非常に厳しいタイトなスケジュールになりますの

で、そこら辺を含めて７月の頭になるんじゃないかというふうに予測しております。 

○中里委員長 はい、わかりました。 



 

－１３－ 

 では、この件については以上でよろしいですね。 

（了の意思表示あり） 

○中里委員長 では次に、大口町教育委員会後援名義の使用許可の報告について、お願いいたし

ます。 

○佐橋学校教育課長補佐 大口町教育委員会後援名義の使用許可の報告についてということで、

要綱第５条第４項の規定に基づき報告をさせていただきます。 

 使用許可につきましては、５件の事業に対して許可を出しております。また実績報告につき

ましては、２件の報告がございました。いずれの事業も同事業で過去に許可を出しておるもの

ということになります。以上、報告になります。 

○中里委員長 ありがとうございました。 

 それでは、最後に行事予定について、よろしくお願いいたします。 

○三輪学校教育課主査 それでは、７月、８月の行事予定についてですけれども、まず７月です

が、７月２日、何も予定には入ってないんですが、事務協が扶桑町であったかと思います。申

しわけございませんが追加していただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 続きまして７月９日、会の冒頭で教育長より話がありましたとおり、事務協の臨時会が午前

行われます。その後、教科書採択の関係で教育委員会も臨時会を開催したいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

 そして７月24日木曜日、定例会を９時半から開催したいと考えております。 

 今度８月に入りまして、８月28日木曜日です。定例会を９時半から開催いたしまして、定例

会終了後、教育委員さんと町内の若手の教員との懇親会を開催したいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 ７月、８月の予定につきましては以上です。 

○中里委員長 行事予定について、何かつけ足し、あるいは。 

○水谷職務代理者 済みません。 

 ８月28日の教育委員と若手教員との懇談会というところで、ちょっと初めてなもので質問な

んですが、若手教員というのはどれくらいまでの方との懇談会でしょうか。年齢とか経験年数

とか。 

○伊藤学校教育課主幹兼派遣指導主事 経験年数３年をめどに進めています。 

 それを超えた人がひょっとして希望参加される場合もあるかもしれませんけど、めどとして

は３年です。 

○水谷職務代理者 １年目、２年目、３年目の方。 

○伊藤学校教育課主幹兼派遣指導主事 そうです。 



 

－１４－ 

○水谷職務代理者 はい、ありがとうございます。 

○中里委員長 来月の教育委員会の定例会の日程の確認なんですが、７月24日の９時30分で、皆

さん御都合はよろしいですか。大丈夫ですか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○中里委員長 それと８月20日にもう１つ行事が入っていましたよね、平和祈念式。８月20日と

いう話をお伺いしていますので、平和祈念式のほうの予定も入れておいてください。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○中里委員長 ８月28日の定例会と懇談会は役場で行われるということですが、これは特に役場

でやる経緯というのは何かあったんでしょうか。 

○佐橋学校教育課長補佐 まだ現在仮の状態なんですが、ここの中央公民館は今後工事が入って

くることになりますので、それ以後は会場を学校ですとか、または役場ですとか、健康文化セ

ンター、そういったところを借りながら進めていきたいと考えておりますので、一応今役場と

いうことになっておりますが、また調整して、こちらについては連絡をさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○丹羽委員 大中のランチルームもいいですね。 

○佐橋学校教育課長補佐 はい。学校を会場ということも考えながら。 

○丹羽委員 なるべく地域開放で使ってもらえると。 

○中里委員長 そうすると、その耐震工事期間中はもうここを使わないというふうに考えておい

てよろしいですか。 

○佐橋学校教育課長補佐 そうです。教育課の事務所と、教育長室があるんですけれども、そこ

の部屋以外はもう工事が入ってしまいますので。 

○中里委員長 はい、わかりました。ありがとうございます。 

 ほかに何かありますか。 

（挙手する者なし） 

 

    ◎日程第６ その他 

○中里委員長 それでは、ないようですので、次にその他でお願いいたします。 

○丹羽委員 ちょっと意見なんですけれども、都議会が結婚したらと言っていますでしょう。あ

あいう教育というのは、小・中学校で女性蔑視という教育を、この間大中でも恋愛という授業

があったんだけれども、広義の意味での恋愛だとか広義の意味での女性蔑視になってくると、

従軍慰安婦から始まって、日本の男の感覚が全然変わってないというのか、あのまま来ている

から海外からたたかれると思うんですね。 



 

－１５－ 

 だから、そういう教育をしていかないと、薬物も、それこそスマホの使い方も、ゲームもい

いんだけれども、根源にかかわる女の役員を登用しろとか、公的機関で女性のという前の問題

で、そんなのは結果で、役員の数を報告しろとか何とかやっているけど、最初のうちはお母さ

ん、ママ、ママと言わせておいて、大人になったら蔑視というのは、それはとんでもない。ど

こかにひずみがあるような感じがするもんですから、学校の今の総合学習、道徳が教科になる

という中で、例えば町としては学校の中で、定期的とは言わないけれども、こういうことをや

っているとか、大口町教育委員会として、例えば平和宣言というほどのものではないんだけれ

ども、人権問題のもっと前の問題である、男女というのは平等であるべきであって、ただ力が

強いとか身体能力が上だからといって上ではないというようなことをやっていかないといけな

いのではないでしょうか。ちょっと提言だけですよ。 

 ここで長いこと議論しようとは思いませんけれども、そんなのを少しやっていかないと、あ

んなのが平気で、やじは議事録に載らないといって、彼は議事録に載らないらしいですけれど

も、産めないのかとか結婚したらというのは。だけど、そういうこと自体もおかしいから、大

抵やめると思うんだけど、そういうのをちょっと教育の中で取り入れているんですかねという

疑問と、こういうのを大口町教育委員会としてということまでやるのかどうかは別として、ち

ょっと言っておかないとと思い、発言しました。何か読み書きそろばんができればいいという

話じゃなくて、ああいうのはずうっと教育されていかないと、いつまでたっても日本というの

はそういう意味では江戸時代か明治時代から全然進歩してない、先進国の中で最低の国だとい

って海外からたたかれちゃうことになると思うんですけどね。こんなことです。 

○長屋教育長 学校教育の中で、一番そういうことを学ぶのは何かといったときに、特に中学校

３年生の公民的分野になりますと、そこで憲法について学ぶんですね。きちっと学んでいるは

ずなんです。憲法を学ぶ中で、憲法というのは一番の重要な法であって、基本的人権が尊重さ

れている、男女の平等とか信仰の自由とか学問の自由とか、そういうことを学ぶようになって

はいるんです。学問的にはそういうことです。けれども、やっぱりマスコミを見ているといろ

んな場面で先般のようなことが起きている。大変残念なことだと思います。 

 それから、町でも男女共同参画ということで随分議論は進められて、女性が蔑視されないよ

うにとか不利益をこうむらないようにという働きは進めていますが、それがきちんとできてい

るかというと、そうじゃない面があるかもしれません。 

○中里委員長 学校側で、この件についてホームルームの時間に触れるとか、社会情勢について

触れるといった、そういう時間というのはあるんでしょうかね。 

○長屋教育長 もちろんありますね、それは。 

○中里委員長 そういう中で、先生の思いが、先生を通して生徒に伝わる機会があればいいなと



 

－１６－ 

私は思うんですけれども。 

 丹羽さんは、その提案ということで。 

○丹羽委員 提案というか、問題提起をしただけで、これで今からまた30分、１時間やるわけじ

ゃありません。もうこれで最後です。 

○長屋教育長 引き続いて今の件ですけど、大口町の学校を見ていますと、一番基本的なところ

で、僕はちょっと違和感を感じることで、男の呼び名と女の呼び名が誰々君とか誰々さんとい

う呼び方で育ってきているんだけれども、学校ではみんな同じように誰々さんと、男も女も関

係なく「さん」と呼ぶようなこと、それからもう１つ、児童の名簿ですね。大体男子が最初に

来て、１番から20番まで来て、21番から女子という形が一般的だったんですが、それが男女名

簿順なら名簿順でごちゃごちゃになっている。それから、卒業式のときもそういう形で進めら

れているということで、本当にそういう基本的なところでもそういう意識は大分ひところに比

べると高まってきているんではないかなと思いますけど。 

○藤田委員 同じようなことを思ったわけですけれども、小学校の低学年のうちは仲がいいです

よね。中学年ぐらいに男女の阻害し合う時期があるのね。それで、高学年になるとまた仲よく

なる。そんな時期に異性への理解ということを意識して指導していくかというのは、学校の一

つの課題じゃないかと思っていますけど、そういう面なんかで混合名簿とか「さん」で呼ぶと

いうのは、その意識づけの手段だろうと思っていますけれども、上手に仲間をつくっていただ

くときに、嫌がったときから理解するときへの橋渡しを上手にしてあげると、もっと仲よくな

るのかなあという気はするわけですけれどもね。 

○中里委員長 丹羽委員からの問題提起ということで、ありがとうございました。 

 では、そのほかにありますか。連絡事項等、特にありませんか。 

（挙手する者なし） 

○中里委員長 それでは、これをもちまして平成26年大口町教育委員会６月定例会議を終わりま

す。ありがとうございました。 

（午前１０時２４分）  
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